
ms であり，これは組立単位である。力の単位を基本単位で組み立てると

kg∙ms であるが，力の場合，用いられる頻度が高いために，これらをまと

めて N という固有の単位が与えられている。ほかにも固有の単位が与えら

れている物理量が多くあるが，これらも基本単位で表すことができる。

m，kg，s に，電流の単位ア

ンペア A を加えて，この 4 つ

を基本単位とする単位系を

MKSA単位系という。

さらに MKSA 単位系に，温

度の単位ケルビン K，物質量の

単位モル mol，光度の単位カン

デラ cd の 3 つを基本単位とし

て加えた単位系を国際単位系

（SI）という。現代の科学技術

の分野では，国際単位系を用い

ることが標準となっている。

MKSA単位系に対し，LMT の単位に cm，g，s を選んだ単位系を CGS単

位系という。また電磁気学の単位として A ではなく，ほかの電磁気的物理

量を基本単位として選んだ単位系も何種類か存在する。実は基本単位の選び

方は自由なので，さまざまな単位系が存在するが，これらが併用されると混

乱を招きやすい。そのため現代では国際単位系に統一するのが望ましいとさ

れている。

しかし，多くの単位系が生じたのは，当該分野にとってはその単位系がも

っとも有用であるという背景がある。そのため現場ではまだ多く使われてい

るので，国際単位系以外の単位系についても，ある程度知っておくとよい場

合がある。
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表 2 単位の例

m体積 V

mS面積

単位と関係式記号物理量

力

 J = N∙mW仕事

W = JsP仕事率

Pa = Nm圧力 p

msv速度

msa加速度

N = kg ∙msF

表 3 CGS 単位系での組立単位

dyn

記号

圧力 バール 10 Pa

10 Nダイン力

国際単位系との関係単位の名称量

g ∙cm ∙s

g ∙cm ∙ s

g ∙cm∙s

組立単位

10 Jエルグエネルギー erg

bar

訂正後訂正前

該当箇所

表 3159
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